
連結、単体 

（注1）みなし計算については、主に外部に運用委託しておりますファンド（投資信託等）で構成されております。     

（注1）通貨別の資産あるいは負債に占める割合が5％以上の通貨は、円貨のみです。     
（注2）金利リスク量の計測対象は、全ての銀行勘定の資産・負債・オフバランス取引としています。 その際、金利不感応資産・負債については、その調達・運用資金が固定化されるとの 

考え方から、10年相当の金利リスクと認識してリスク量を算出しています。     
（注3）連結子会社が保有する金利リスクについては、単体に対する影響が軽微であることから、金利リスク量算出の対象外としています。 
（注4）平成20年度よりコア預金の取扱いに関しては内部モデルを採用、当行の預金データに基づき計測されるコア預金を各期間帯に割り振ることにより、リスク量を算出しています。 

アウトライヤー基準とは、ストレス的な金利変動シナリオを想定した場合に、銀行勘定が被る経済的損失額を算出し、これと自己資本（Tier1+Tier2）を比較し、その比率が20% 
を超える場合「アウトライヤー銀行」と定義されます。当行では、アウトライヤー比率算出にあたって、平成20年度よりコア預金の取扱いに関して内部モデルを採用するとともに 
標準的な金利ショック幅をパーセンタイル値から上下200bpへ変更しています。 

連結 

単体 

（注１）グランドファーザリング適用の株式等とは、自己資本比率告示附則第13条が適用される株式等を示しております。      
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定性的な開示事項 定量的な開示事項 

9.信用リスク・アセットのみなし計算が適用されるエクスポージャーの額 

10.銀行勘定における金利リスクに関して連結グループが内部管理上使用した金利ショックに対する損益又は経済的価値の増減額 

金利ショックに対する経済的価値増減額 

【ご参考：アウトライヤー比率】 
バーゼルIIにおける「バンキング勘定の金利リスク量」（アウトライヤー基準）に基づくアウトライヤー比率は以下の通りです。    

経済的価値減少額  

 　　　うち円貨 

（単位 百万円） 

13,684 

10,697

アウトライヤー比率 

（単位 ％） 

5.92

平成20年度 

29,220 

26,454

平成19年度 

平成20年度 

41,152 

39,080

17.81

（旧基準） 

（旧基準） 

28,833 29,540みなし計算 

連結 単体 

（単位 百万円） 

平成20年度 

113,773 114,619

連結 単体 

平成19年度 

項目 

12.17
平成19年度 

連結の範囲に関する事項 
自己資本調達手段の概要 
自己資本の充実度に関する評価方法の概要 
信用リスクに関する事項 
信用リスク削減手法に関するリスク管理の方針 
　および手続の概要  
派生商品取引および長期決済期間取引の取引相手の 
　リスクに関するリスク管理の方針および手続の概要 
証券化エクスポージャーに関する事項 
マーケット・リスクに関する事項 
オペレーショナル･リスクに関する事項 
株式等エクスポージャーに関するリスク管理の方針 
　および手続の概要　 
銀行勘定における金利リスクに関する事項 
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規制上の所要自己資本を下回った会社の名称と 
　所要自己資本を下回った額の総額 
自己資本の構成に関する事項 
自己資本の充実度に関する事項 
信用リスクに関する事項 
信用リスク削減手法に関する事項 
派生商品取引および長期決済期間取引の 
　取引相手のリスクに関する事項 
証券化エクスポージャーに関する事項 
銀行勘定における出資等又は 
　株式等エクスポージャーに関する事項 
信用リスク・アセットのみなし計算が適用される 
　エクスポージャーの額 
銀行勘定における金利リスクに関して連結グループが 
　内部管理上使用した金利ショックに対する損益又は 
　経済的価値の増減額 

（5）海外営業拠点を有する銀行については、自己資本比率告示第18条第1項第1号[第6条第1項第1号]の規定により 
　　補完的項目に算入した額 

（6）自己資本比率告示附則第13条が適用される株式等エクスポージャーの額及び株式等エクスポージャーの 
　　ポートフォリオの区分ごとの額        

銀行保有の株式等  

 　　　うちグランドファーザリング適用の株式等 

連結子会社保有の株式等  

 　　　うちグランドファーザリング適用の株式等 

合計  

区分 エクスポージャーの額 

（単位 百万円） 

銀行保有の株式等  

 　　　うちグランドファーザリング適用の株式等 

101,851 

98,474 

1,423 

1,422 

103,274

102,612 

99,235

155,911 

152,184 

1,557 

1,553 

157,468

156,672 

152,945

区分 エクスポージャーの額 

平成19年度 

平成19年度 

エクスポージャーの額 

エクスポージャーの額 

平成20年度 

平成20年度 

（単位 百万円） 

11,251 11,243
その他有価証券の貸借対照表計上額の合計額から 
帳簿価額の合計額を控除した額の45％相当額 

連結 単体 

（単位 百万円） 

平成20年度 

27,294 27,246

連結 単体 

平成19年度 

該当ありません。 

（4）貸借対照表及び損益計算書で認識されない評価損益の額 バーゼルⅡ　第３の柱（市場規律）の開示 

本冊子は、銀行法第21条に基づく開示事項のうち、自己資本の充実の状況に係る事項（バーゼルⅡ第3の柱）について記載しています。 
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